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2026年 10月 19日 
 

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 
公益財団法人がん研究会 

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所（大阪府茨木市、理事長：中村祐輔） 難病・免疫ゲノム研究

プロジェクトの清谷一馬プロジェクトリーダーらの研究グループは、公益財団法人がん研究会（東京都江東区）らとの

共同研究により、膵臓がんや大腸がんなどでみられる KRAS G12V 変異から生じるネオアンチゲンを標的とする二

重特異性抗体を開発しました。この抗体は、T 細胞をがん細胞へ誘導し、T 細胞にがん細胞を攻撃させます。一部

の膵がん・大腸がん患者の治療への応用につながる可能性を示しました。 

（これまでの研究について） 

ネオアンチゲンは、がん細胞の遺伝子変異から生じ、HLA分子によって細胞表面に提示される、がん特異的な目印

です。多くのネオアンチゲンは患者ごとに異なりますが、KRAS G12V のように複数の患者に共通する遺伝子変異か

ら生じるものもあります。このような「共通ネオアンチゲン（sharedネオアンチゲン）」を標的にすれば、同じ治療薬を複

数の患者に使える可能性があります。一方、HLA 型は人によって異なるため、同じ KRAS G12V 変異を持っていて

も、HLA型によって同じ治療薬を使えない場合があります。そこで本研究では、KRAS G12V由来の共通ネオアンチ

ゲンを標的に、複数の HLA型に対応する二重特異性抗体の開発を目指しました。 

（研究成果のポイント） 

● HLA-A*11:01に提示される KRAS G12Vネオアンチ

ゲンと、T 細胞上の CD3 分子の両方に結合する二重特

異性抗体を作製しました。 

● この抗体は、T 細胞をがん細胞に誘導し、攻撃させる

働きがあり、マウスの移植腫瘍モデルで腫瘍の増大を抑

制しました。 

●  この抗体は、 HLA-A*11:01 だけでなく、 HLA-

A*03:01 に提示される KRAS G12V ネオアンチゲンも認

識し、1 つの抗体で 2 種類の HLA 型に対応できる可能

性を示しました。 

（本研究成果の意義） 

本研究により、KRAS G12V という共通の変異を標的としながら、異なる HLA型を持つ患者にも同じ抗体が応用で

きる可能性を示しました。KRAS G12V変異と HLA型の頻度から、膵臓がんの約 5%、大腸がんの約 2%が治療対象

となる可能性があります。今後、さらに多くの HLA 型に対応する抗体を開発することで、治療対象となる患者を広げ

られる可能性があります。 

本研究成果は、2026年 10月 19日に国際科学誌「Journal for ImmunoTherapy of Cancer」に発表されます。 

ウェブサイト： https://doi.org/10.1136/jitc-2026-016411 

KRAS変異を標的とした二重特異性抗体を開発 

～膵がん・大腸がん患者の治療に応用期待～ 

図. 本研究の概要 

https://doi.org/10.1136/jitc-2026-016411
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 用語解説 

ネオアンチゲン: がん細胞で起こる遺伝子変異（遺伝子の傷）により生じ、正常細胞には存在しない新たながん特異

的な抗原です。HLA分子によって細胞表面に提示され、T細胞ががん細胞を見分ける目印となります。 

 

KRAS: 細胞の増殖などを調節する KRAS タンパク質をつくる遺伝子で、多くのがんで変異がみられます。G12V は、

KRAS タンパク質の 12番目のアミノ酸がグリシンからバリンに置き換わる変異です。この変異によって KRAS タンパク質

が常に働き続ける状態となり（活性化変異）、細胞が増殖し続ける原因となります。 

 

HLA（ヒト白血球抗原）: 細胞内のタンパク質の断片（ペプチド）を細胞表面に提示し、T 細胞に認識させる分子です。

数千種類の型があり、個人によって異なります。どのペプチドを提示できるかは HLAの型ごとに異なります。 

 

T 細胞: 免疫の中核を担う白血球の一種で、がん細胞面に提示された抗原を認識して攻撃します。CD3 はその表面

にある分子で、T細胞を活性化させるスイッチの役割を果たします。 

 

二重特異性抗体: 2 つの異なる標的に同時に結合できるよう設計された人工抗体です。本研究では、一方が HLA 分

子に提示された KRAS G12Vネオアンチゲンに、もう一方が T細胞の CD3に結合し、がん細胞と T細胞を結びつける

ことで T細胞にがん細胞を攻撃させます。 
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研究助成： 

本研究は、日本医療研究開発機構（AMED）次世代がん医療加速化研究事業（P-PROMOTE）「KRAS変異を標的と

する抗体ライブラリの創出と治療応用」 （JP25ama221251）および日本学術振興会科学研究費助成事業

（19H03522、23H02778）の支援を受けて実施されました。 

 

 

 医薬基盤・健康・栄養研究所について 

2015年 4月 1日に医薬基盤研究所と国立健康・栄養研究所が統合し、設立されました。本研究所は、メディカルか

らヘルスサイエンスまでの幅広い研究を特⾧としており、我が国における科学技術の水準の向上を通じた国民経済の

健全な発展その他の公益に資するため、研究開発の最大限の成果を確保することを目的とした国立研究開発法人と

して位置づけられています。 

ウェブサイト： https://www.nibn.go.jp/  

 

 がん研究会について 

がん研究会は 1908年に日本初のがん専門機関として発足して以来、100年以上にわたり日本のがん研究・がん医

療において主導的な役割を果たしてきました。基礎的ながん研究を推進する「がん研究所」や、新薬開発やがんゲノ

ム医療研究を推進する「がん化学療法センター」「がんプレシジョン医療研究センター」、さらに新しい医療の創造をす

る「がん研有明病院」を擁し、一体となってがんの克服を目指しています。 

ウェブサイト： https://www.jfcr.or.jp/ 

 

 

 本件に関する問い合わせ先 

＜研究に関すること＞ 

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 (NIBN)  

難病・免疫ゲノム研究センター 

難病・免疫ゲノム研究プロジェクト 

清谷 一馬 （きよたに かずま） 

〒567-0085 大阪府茨木市彩都あさぎ 7-6-8 

TEL: 072-641-9811 （内線 3202） 

E-mail: k-kiyotani（@）nibn.go.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 （NIBN） 

戦略研究支援部企画課 広報チーム 

TEL：072-641-9832  FAX：072-641-9821 

E-mail： pr（@）nibn.go.jp 


